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研究成果の概要（和文）： 

 スリランカを主要な調査地とし、海外移住労働者に関して送り出し国と受け入れ国における
双方の当事者、関係機関、国際機関などを中心に労働の現場を訪問し、面接中心の参加型フィ
ールド調査を行ない、国際的な人権擁護という視点から改善策を提案した。また、本研究の成
果を踏まえ、「外国人政策懇話会」を開設して、移住労働研究を継続するとともに、毎月第一月
曜日に、龍谷大学の大阪梅田キャンパスにて、公開の研究発表会を開催している。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 The present research has been carried out both in sending countries of migrant laborers 
like Sri Lanka , Indonesia and Philippines and recipient countries like Gulf Cooperation 
Council while chiefly visiting and making interviews at workplaces, employers 
associations, related govt. offices, concerned human rights activists, International 
Organizations like ILO, IOM, UN Human Rights Council and so on. As a result of the project, 
the foreign policy study team was formed to continue the policy oriented research and 
conduct a monthly public forum at the Osaka Umeda Campus of Ryukoku University. 
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１．研究開始当初の背景 
 欧米やアラブ諸国への人的移動の急増に
よって、国際労働力移動や移民研究が急速に

盛んになってきた。しかし、①対象地域が欧
米中心であること、②学術研究であるがゆえ
に人的移動に伴う人権侵害などの解決策に
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まで踏み込んでいない、という問題点があっ
た。移民に関する統計の多くも OECD などの
欧米が中心で、1000 万人の移住労働者が就労
し、人権侵害が深刻なアラブ諸国について、
学術調査や研究よりも国連諸機関の人権報
告が中心である。 
 
２．研究の目的 
 経済のグローバル化に伴う移住労働者の
増加は、送り出し、受け入れ双方において、
強制労働、収奪、虐待、人身売買などの重大
な人権侵害を引き起こしており、その被害者
の多くは女性である。従来の移民研究では、
移民が直面する人権侵害問題について、学術
的に取り組もうという姿勢が薄かった。 
これらの既存の研究の不十分な点に応え

るべく、本研究では、参加型研究という立場
から移住労働者への人権侵害を研究テーマ
に取り上げ、問題の指摘にとどまらず、その
改善策の提示を目指す。 
具体的目標は、①スリランカ等を事例に送

り出し側の問題を明らかにする、②移住労働
者の人権問題対策の事例として、スリランカ
人の主要な渡航先であるレバノン、2003 年に
雇用許可制を導入した韓国において、改革の
効果と課題を探る、③日本における移住労働
者への搾取、虐待、人身売買など人権侵害の
実態を調べ、現行の入管行政、医療･教育、
技能実習制度の問題点を検討し、移住労働者
の人権やアイデンティティを尊重した受け
入れシステムの提言、である。 
 
３．研究の方法 
 送り出し国と受け入れ国における双方の
当事者、関係機関、国際機関などを中心に労
働の現場を訪問し、面接中心の参加型フィー
ルド調査を行った。 
 送り出し国の調査として、スリランカを主
な調査地として、その他、インドネシア、フ
ィリピンでの調査を実施した。受け入れ国の
調査としては、雇用許可制を導入した韓国、
スリランカ人の主な移住先であるキプロス、
レバノン、インドネシア人移住の多いオラン
ダ、その他比較調査先としてドイツ、イタリ
ア、フランスでも調査を実施した。また、国
際連合人権理事会（スイス）において国際機
関の移住労働政策等に関する意見交換を行
った。 
 日本国内の事例調査としては、主に滋賀県
において、受け入れ側の意識等に関する面接
調査を市、雇用者、外国人学校などで実施し
た（長浜市）。また、フィリピン人労働者対
象の質問票調査と面接調査（彦根市、草津市、
大津市など）を実施した。 
 その他、広く情報交換や意見交換を行うべ
く、公開研究会を実施した。法務省職員、外
国人支援団体職員、研究者などを招聘し、実

務者や研究者ともに改善策を検討する機会
を設けた。 
 
４．研究成果 
それぞれの現地調査について報告論文をま
とめるとともに、最終年度にフィリピン大学
第三世界研究センターにて国際シンポジウム
を開催した。本報告はフィリピン大学第三世
界研究センターの紀要に掲載される（英文、
現在校正中）。 
初年度より労働者の実態調査を進めている
滋賀県での調査結果の分析結果を公表し、結
果は京都新聞に掲載された。（2010年度第2回
研究会） 
ジュネーブの国際連合人権理事会を訪問。
国際機関の移住労働政策等に関する意見交換
を行い、結果を公開研究会「国際機関とジュ
ネーブ州政府の外国人政策」として報告した
（2010年度第7回研究会）。 
これらの研究成果を書籍にまとめるべく進
めている。 
また、本研究の成果を踏まえ、「外国人政
策懇話会」を開設して、移住労働研究を継続
するとともに、毎月第一月曜日に、龍谷大学
の大阪梅田キャンパスにて、公開の研究発表
会を開催している。 
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〔その他〕 
 本研究の成果を踏まえ、「外国人政策懇話
会」を開設して、研究を継続するとともに、
毎月第一月曜日に、龍谷大学の大阪梅田キャ
ンパスにて、公開の研究発表会を開催してい
る。 
滋賀県におけるフィリピン人労働者対象
の質問票調査結果は京都新聞に掲載された。
（2010 年 5月 22 日） 
http://www.kyoto-np.co.jp/article.php
?mid=P20100522000022&genre=C4&area=S00 
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